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海洋レーダ技術の進展により，長期間にわたる広域の表層流
動を面的に計測することが可能となった．

これまで，大阪湾等において流況観測を実施し，レーダの精
度検証や流況特性の解析を行ってきた。

しかし，洪水時や強風時のレーダの計測特性については，未
だ十分なデータの収集と評価・検討はなされていない.

河口流･吹送流に対するレーダの性能評価

出水や風が表層流動に与える影響の解析

レーダによる波浪情報の推定(台風時の計測データより)

　経緯と目的
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特徴的な気象条件① ～出水時～

(凡例) 青:10～20cm/s　緑:20～30cm/s

赤:30～40cm/s　黒:40cm/s以上
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特徴的な気象条件② ～強い西風時～

(凡例) 紫:　0～10cm/s 

青:10～20cm/s

緑:20～30cm/s
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特徴的な気象条件③ ～台風時～

10月20日18時前，大阪府南部に上陸

大阪市内(北港)の風向・風速の変動　(2004年10/20)
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台風時の流速～経時変化～
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青:10～20cm/s　緑:20～30cm/s　赤:30～40cm/s　

黒:40～50cm/s　薄紫:50～60ｃｍ/ｓ　桃：60ｃｍ/ｓ以上



上陸約2時間後 (19:45)

(凡例)

青:10～20cm/s　緑:20～30cm/s　赤:30～40cm/s　

黒:40～50cm/s　薄紫:50～60ｃｍ/ｓ　桃：60ｃｍ/ｓ以上

特徴的な気象条件③ ～台風時～

上陸時の流況 (18:00)上陸4時間前 (14:00)
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風向に対する表層流動の応答には3時間以上を要する．

風向に対する表層流動の応答



最大風速と観測可能範囲の関係

風速

(夢洲)
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　平常時のスペクトル

平常時 　(2004年10/17 23：45)

二次散乱?



　台風時のスペクトル(1)

二次散乱

台風接近時 　(2004年10/20 14：45)



　台風時のスペクトル(2)
台風上陸時 　(2004年10/20 17：45)

二次散乱？



　台風時のスペクトル(3)
台風通過時① 　(2004年10/20 20：15)



　台風時のスペクトル(4)
台風通過時② 　(2004年10/20 21：45)



　台風時のスペクトル(5)
台風通過時③ 　(2004年10/21 03：15)

二次散乱



　台風時のスペクトル(6)
平常時 　(2004年10/21 06：45)
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二次情報の抽出(風向の推定)
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二次情報の抽出(波高の推定)
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台風接近時

(10/20 12:30)

波高分布の推定(1) ～A局より～
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台風接近時

(10/20 12:45)

波高分布の推定(2) ～B局より～
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波高分布の推定(3) ～両局の合成～
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結　論

日スケールの流動には，出水や風の影響が大きく現れる.
2003年11/30の出水時には，日平均流速が40ｃｍ/sを越える大きな流速
が捉えられた.
湾奥部においては風向に対する表層流動の応答には数時間以上要する．

台風接近時にはS/N比が向上するとともに，スペクトルには2次散乱が明
瞭に現れる．風向が大きく変化した台風上陸時には2次散乱のピークはノ
イズに埋もれ検知できなくなった．

最大風速が20m/sを超えると伝播損失によりS/N比が低下しはじめ，
25m/sを超えると観測レンジが15km以下に低減する．

台風接近時のレーダのスペクトルデータを用いて波高と波向の推定を行っ
たところ良好な結果が得られ，レーダによる波浪情報の推定がある程度可
能である．しかし風速が5m/s以下ではS/N比の低下により波浪情報の抽
出が困難となる．


